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鴫門市内の各地域の人たちが「と<しま花へんろ事業」

瀬戸町大島田

に参加してヒマワリを植えました。
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NPO法人 山びこへるぶ

尾崎 清美

そこで、たまたま時間の余裕があつた私に依
頼があり、病院での付き添いや洗濯など二週間
ほどでしたが、お世話をさせていただきまし

仔Ъ漏褻C足:踏7y賠ぶ彗遺 PE奮嵩昌電
何度も嬉しい感謝のお言葉をいただき、私のほ
うこそ活動する上での幸せが積み重なる思い
がしました。
現在は「ふれあいデイホームみんなの家」で

生活相談員をしており、配食サービスも担当し
ております。

これからも、それぞれが知恵や才能を自分な
りに活かしながら、高齢になつても障害を受け
ても支えあつていける活動を、私は「自分らし
<」 続けていきたいと思つています。

ふれあいデイホームみんなの家



コミセン祭りで地域の輸 (和)

鴫門東地区自治振興会

会長 小川 清吉

に肇壼塞瓶喚じ電P区
自治振興会」は、平成7年

「鳴P3東地区」は、地理的に南北に長<、 4つ
の地区に分かれて点在し、仕事や生活環境が違っ

瑞 黎 磋 諸 護 あ≧晨

T墓妥廣濃潔轟轟雲鼈集倉≧罰雷8閥鯖宴雲謹『慮療九なが集まること
のできる広<て利便性の高い施設をみんなでつ

曇票2じた零是墓gttg:ち警雇

コミュニティセンターとして使用するには相当
の補修が必要でした。また、1薔来の活用も見込み、
最新のカラオケ設備も完備したいと考えました。

奮懇署響裟ピ蓮:平成薫ず詔甲暫言窟畠亀92窒

曇P経盟二議建畠」著遷ぢ暮ぞ堤f実行委員
施設内では、歌や踊りを中心とした芸能 0カラ

オケ大会、うどんやおにぎり等の売店、外では、

ビ貫あ発已甚己LF傘褻E懸墜L辱亨薦奨じX;
―ム」として空クジなしの抽選会を行い、大好評
のうちに無事挙行することができ、私達の大きな
自信となりました。

コミセン祭り

「第 3回コミセン祭り」からは、児童クラフの

蓋鑽轟議岬穏聯覇
また、何かの機会がなければ顔を含わすことの

なかつた人たちが、談笑したり近況を話し合った
りして交流し、地域の連帯感・一体感が醸成され
るようになつてきました。

秋婁万楚ι署是碁子管1ぢ      全体の
これからも地区の連帯や交流の拠点として、ま

青 空  中 田 蔦

≪ 花 勝 人 を 呼

蓮肇EE菱 1誕     仄 槻   驀 撫 讐暑,こ
スポールや、花作り協議会からの400本におよrsiバンジーに加え、自然に育つたポピーが彩りをそ
えてとても美しい花道になつています。

しだこと悪逸召要訳憲菌正任態装8署膏事暑Fいると、人1自否が共生しているこ|に感動し、充実



地 域 に根 ざ した 国 際 交 流 活 動

鳴Pヨ市国際交流協会は今年で創立 10周年
を迎えます。ところで、国際交流協会という
名前を聞いてみなさんはどのような印象を持
たれるでしょうか。英語が話せて外国人の反
達をた<さん持つている人たちが集まってい
る団体、外国人を交えた賑やかで楽しそうな
イベントを開いている、自分も参加してみた
いけれど少し敷居が高そうだ、そんなふうに

感じておられませんか。残念ながら、実際か

なりの人がそのような印象を持つておられま
す。しかし、本来のあるべき姿と一般の印象
がこれほど乖離している団体も珍しいのでは

ないでしょうか。その原因の多くは実は我々

の側にあります。社会の変化に対応できてい

なかつたのです。
では、これからの協会のあるべき姿、つま

りそのミッションとはどのようなものでしょ

うか。それはひと言でいえば、多文化其生社

会の実現です。地方都市における外国人の存

在自体がまだ珍しく、しかもそのほとんどが

短期滞在者であつた時代には、私たちは彼ら

をお客さんとして対応していればよかつた。

それはホスピタリティの問題であり、それに

関わるのもご<一部の市民でよかつた。そう

いつた面ではこの10年間に協会の果たした

役割には大きいものがあります。

鳴門市国際交流協会 事務局長 前田 敏明

しかし、これからの 10年間を見据えた場
合、それだけではすまなくなります。近い将来
必ず訪れるであろう正真正銘の国際化社会で
は、地域に在留する外国人はもはやお客さんで
はな<、 私たちと同様の市民であり、そこでは

様々な文化00背景を持つた人たちが同じコミ

ュニティの中で生活することになります。従来
の交流イベントだけでは解決できない様々な

問題の発生が予想されます。そのような時代の

変化に対応するために、地域社会を舞台とした

地道な活動を続けていくこと、それがこれから

の国際交流協会に与えられた役割です
`そ

のた

めに、我々は地域の様々な団体との連携を深め

ていきたいと考えておりますので、どうかよろ

し<お願いします。

NPO法人の役員・■員の人件費

2007年の7月以降は、使用人兼務役員を除き、役員に支給する変動する事前届出のない

報酬や手当は損金に算入できな<なります。

酬となる

NPO法 上の役員報酬 役員報酬に含まれない労務の対価

法人税法上の損金
百月自額で支46する報酬もしくは

事前に税務署に届けた報酬 (不相
当に高額なら利益の分配

職員と同開 務条件で、FQlじ基準も

し<は社会的に相当の金額で、毎月

定額の給与

法人税法上は損金不算入
上記以外の報酬で労務の対価では

ないもの (支給する理由がなけれ

ば利益の分配)

時間給、歩合給などの、勤務状態に

比例して毎月変動する給与

しくは社会的に相当の金額 (時間綸、

重謹暑蜜覆細
酬(不相

ないもの (支給する理由がなけれ

ば利益の分配) ※
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《源氏物語講座》

鳴門市読薔振興協議会

【と き】 9月 19日 (水)

13:30～ 15:30 '
【ところ】 鴫門市立図書館 2階視聴覚室
【講 師】 森 基 子 さん

【内 容】 野分の巻
【資料代】 100円

《源氏物語講座》
鴫Fヨ市読書振興協議会

【と き】 10月 17日 (水 )

13:30～ 15:30
【ところ】 鳴門市立図書館 2階視聴覚室
【講 師】 橋 本 妙 子 さん

【内 容】 行幸の巻

【資料代】 100円
【間合せ先】 鳴門市立図書館

■685-0255

◎障害者市民防災活動に助威

◇助成対象となる活動

1防災シンポジュウム、講演などの啓発・

学習事業

2避難所点検、防災マップ作成などのD3

災活動

3災害時の障害者市民支援ネットワーク

づ<り事業

4指定避難所や福祉避難所での避難体験
5その他障害者市民防災に役立つ事業

◇助成金額
1回 50万円を限度

◇締切日

常時募集中 (事業実施前3ヶ月以前)に
申請して<ださい。

(単年度 (1月～ 12月 )で助成金 100万
円に達すると締め切られますので、申請する
場合は、事前に事務局に確認して<ださい。)

◇間含せ先

特定非営利活動法人 ゆめ風基金
事務局  ● 06-6324-7702

◎社会福祉

◇助成対象
。一般助成 社会福祉に関する民間事業で、

先駆的・開発的活動研究に従
事する個人および団体

・特別助成 国内に存在する社会福祉法人、
NPO法 人、ポランティア団体

等

◇助成内容
・一般助成 社会福祉に関する処遇技術の開

発等、先駆的・開発的事業に対
して助成

・特別助成 国内において、社会的課題に関

する民間の支援事業

1精神障害者に関する支援事業

2児童虐待防止に関する支援事業

3ホ ームレス問題に関する支援事業
4更生保護の活動に関する支援事業

5認知症に関する支援事業

※ 特別助成については、各都道府県・指定

都市社会福祉協議会の推薦状が必要
◇助成金額
・一般助成 50万 円上限
・特別助成 100万 円上限

◇申込締切日

平成 19年8月 1日～
平成 19年 9月 30日 (必替)

◇間合せ先

社会福祉法人 社会福祉事業研究開発基金
■ 03-3497-1408
FAX 03-3497-5198

◎環境保護

◇助成対象
積極的に環境保護活動を行つている団体で
あれば法人格の有無は間いません

◇助成対象期間
翌年4月 1日～翌々年3月 31日の 1年間
に実施が予定されている事業

◇締切日
平成 11月 20日頃

◇助成金額
最大100万円

◇間合せ先
東洋ゴムエ業株式会社
品質環境センター 環境推進グループ
806-6441-8774
FAX 06-6445-0333


